
状 況 市の対応

2019
12月

中国武漢市で原因不明の肺炎患者
を数名確認

2020
１月

・WHOが新型のコロナウイルスを
確認したと公表（14日）
・神奈川県で国内初の感染者確認

（15日）

・WHOが「緊急事態」を宣言（30日） ・市民向け電話相談窓口の設置（31日）

２月 ・新型コロナ感染症を「指定感染
症」とする政令施行（7日）

・政府が一斉休校を要請（27日）

・帰国者接触者相談センター設置（7日）

・「第１回千葉市健康危機管理対策本部会
議」開催（19日）

３月

・五輪の１年程度延期が決定(24日)

・市立小中学校が臨時休校（3日～）
・市有施設等の閉館（3日～）
・「ちばしチェンジ宣言！」発出（31日）※
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感染拡大初期からの主な動き①



状 況 市の対応

2020
４月

・政府が緊急事態宣言を７都府県に
発令(7日) ⇒4/16、全国へ拡大
・千葉県の休業要請（14日～）

「千葉市新型コロナウイルス感染症緊急
対策」（独自対策）を随時実施※

５月 ・政府が緊急事態宣言を5/31まで
延長（4日）
・緊急事態宣言全面解除（25日）
・政府が「新しい生活様式」を提示

７月 ・「GOTOトラベル」キャンペーン開始
（22日）

12月 ・GOTOトラベル全国一時停止へ
（15日）

・厚生労働省空港検疫所で英国滞在
歴がある男女５名から変異株を検
出（25日）

・新型コロナウイルス感染症対策条例を
制定 （17日公布・施行）

2021
１月

緊急事態宣言を１都３県に発令（7日）
⇒13日には、７府県にも

２月 緊急事態宣言を１か月延長（2日）

2

感染拡大初期からの主な動き②
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感染状況について

市内の感染症患者の発生状況（令和３年２月１２日時点）

４，２６８名
患者数３，２９２名、無症状病原体保有者数５７４名、市外患者４０２名
入院中１１２名、《重症１名、軽症１１１名》
入院調整中２３０名､死亡３３名、ホテル療養等８８名
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検査状況について
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感染状況等に関する情報（週報）について

一週間の市内感染者や入院者の状況を週報として取りまとめ、
インターネット環境がない方のために、区役所、保健福祉センター、
公民館等に掲示
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新しい生活様式
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新しい生活様式
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感染状況等に関する情報（広報誌）について



【市民生活への支援】
●子育て世帯への臨時特別給付金

国の「子育て世帯への臨時特別給付金」に、市単独で上乗せ支給を実施

【事業者への支援】
●事業者向け臨時相談窓口設置

事業継続、雇用維持などの各種支援金を活用できるよう、専門家による相談や手続
きサポートを行うための窓口を設置

●テナント支援協力金・支援金
休業要請等により影響を受けた店舗の家賃を助成

●中小企業者事業継続給付金
国の給付金や県の支援金の対象外となっている事業者に対し、事業継続のための
給付金を支給

【感染症拡大防止・医療提供体制】
●医療・介護従事者等支援金・慰労金

最前線での医療・介護従事者等への支援金､救護施設職員への慰労金の支給

●インフルエンザ予防接種費用助成
生後6か月から65歳未満の市民対象に接種費用の一部を助成
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主な独自対策
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店舗等における本市独自の感染拡大防止策について①

●千葉市コロナ追跡サービス
ＱＲコードを活用し、新型コロナウイルス感染者と接触した疑いがある
人を早期に把握し、保健所への相談へつなげることで、感染拡大防止
を図る。
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店舗等における本市独自の感染拡大防止策について②

●千葉市新型コロナ感染症対策取組宣言の店
感染拡大防止対策として取り組む項目を市に届け出た店舗等に対し、
ステッカーを提供するとともに、市ホームページに店舗名を掲載
安心して利用してもらう環境を整えることで、感染拡大防止と社会経済
活動の両立を図る。
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接触確認アプリ「ＣＯＣＯＡ」について

●厚生労働省「ＣＯＣＯＡ」（新型コロナウイルス接触確認アプリ）
スマートフォンにインストールすることにより、新型コロナウイルス感染症
の感染者と接触した可能性について、通知を受け取ることが可能。
自分を守り、大切な人を守り、地域と社会を守るため､是非、接触確認ア
プリのインストールを！
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感染者等への人権侵害の防止

市内で実際にあった事例

ケース１ ケース２
感染者の卒業アルバムの写真

の顔に〇をつけられた状態で

SNSに投稿され、誹謗中傷を交

えて拡散されていた。

医療従事者が子どもを預け

ている保育園から、たびたび

家庭内保育を勧められる。

ケース３

ケース４

行きつけのお店に行こうとし

たら、医療従事者であること

を理由に来店を拒否された。

感染した教員が復職しようと

した際「学校で再び教えるこ

とは許されない」というクレー

ムが入った。

ケース６ケース５

感染者の住んでいる集合住

宅の掲示板に「コロナが出ま

した」という趣旨の張り紙が出

された。

近所の医療施設で感染者

が発生したという旨の回覧

板が町内会で回覧された。
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感染者等への人権侵害の防止

●コロナ差別がゼロのまち宣言
感染者、濃厚接触者となった方、その関係者、医療・介護従事者等に対
する差別的行為や誹謗中傷による人権侵害を防止するため、「コロナ差
別がゼロのまち宣言」（３つの宣言と３つのお願い）を発出

○感染者・濃厚接触者やその家族、友人、医療従事者等に対して非難したり、誤解や偏見に基づ
く差別、いじめや誹謗中傷等をするのはやめてください。

○感染者等に関する個人情報や心ない書き込みをインターネット・ＳＮＳに掲載・投稿すること
はやめてください。

感染者や医療従事者等の人権を守ります
～感染者や医療従事者等は、守られるべき存在です～

お願い１

宣言１

おねがい￥○正しい知識等をもとに、むやみに恐れることなく冷静に行動し、誤った情報や不確かな情報を
うのみにして拡散することはやめてください。
○店舗・施設等に対しても、新型コロナに関する誹謗中傷等することはやめてください。

風評被害を防ぎます～正しい知識・情報に基づき、冷静な行動を～宣言２

お願い２

○克服すべき相手は、人ではなくウイルスです。「もし自分が感染したら…」と考え、すべての
市民がお互いを思いやる気持ちを忘れずに、行動してください。
〇１人１人が「新しい生活様式」を実践し、感染予防に努めてください。

思いやりの気持を持って、安心して暮らせるまちづくり
に取り組みます ～人を思いやる気持ちを忘れずに！～

宣言３

お願い３
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